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発刊に当たって

▽月刊誌「ミックス」（大分合同新聞社発行）で連載した「政治は創造なり・元大分市長上田保物語」（2001 年 5 月号～ 2002 年 4 月号）

に若干手直しを加え、改題して 2003 年 2 月に書籍「ロマンを追って─元大分市長上田保物語─」を発刊。その書籍をデジタル

化したのが、今回のデジタルブックです。　　　（本書に登場する人物の年齢や肩書き、施設名称等は、「ミックス」連載時点のもの）
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別
府
湾
に
面
し
て
孤
立
し
た
よ
う
に
屹
（
そ
ば
だ
）
っ
て
い
る
高
崎
山

は
、
標
高
六
二
八
・
四
メ
ー
ト
ル
。
山
の
南
側
（
背
後
）
は
急
勾
配
の
斜

面
に
な
だ
ら
か
な
丘
陵
が
続
き
、
背
の
低
い
灌
木
林
で
覆
わ
れ
て
い
る
。

海
に
面
し
た
斜
面
は
ク
ス
ノ
キ
、
カ
シ
類
、
ツ
バ
キ
な
ど
の
常
緑
広
葉
樹

と
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
、
ム
ク
ノ
キ
、
ナ
ラ
な
ど
の
落
葉
樹
が
密
生
し
、
こ
の

一
帯
の
森
林
に
野
生
の
ニ
ホ
ン
ザ
ル
が
生
息
し
て
い
る
。

　

こ
の
高
崎
山
の
野
生
ザ
ル
が
古
文
書
に
初
め
て
登
場
す
る
の
は
、
元
和

六
年（
一
六
二
〇
）前
後
に
府
内
の
戸
倉
貞
則
と
い
う
人
物
が
著
し
た「
豊

府
紀
門
」
で
あ
る
。

　

そ
れ
に
よ
る
と
、「
高
崎
山
に
は
昔
か
ら
猿
が
多
い
。
こ
の
国
で
は
、

俗
に
人
の
子
の
器
量
の
よ
く
な
い
も
の
の
こ
と
を
〝
高
崎
の
息
〟
と
い
っ

高
崎
山
の
サ
ル

て
い
る
」
と
あ
る
。

　

元
禄
七
年
（
一
六
九
四
）、

豊
後
を
訪
れ
た
貝
原
益
軒
は

「
豊
国
紀
行
」
の
中
で
高
崎
山

を
取
り
上
げ
て
い
る
が
、
野
生

ザ
ル
に
つ
い
て
は
全
く
触
れ
て

い
な
い
。当
時
は
数
が
少
な
く
、

人
里
に
現
れ
る
野
生
ザ
ル
が
ほ

と
ん
ど
い
な
か
っ
た
せ
い
で
あ

ろ
う
。

　

そ
の
後
は
、
明
治
時
代
に
四

国
方
面
か
ら
猟
師
が
高
崎
山
に

野生ザルが生息する高崎山
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や
っ
て
き
て
、サ
ル
狩
り
を
し
た
こ
と
が
記
録
に
残
っ
て
い
る
ぐ
ら
い
で
、

野
生
ザ
ル
の
存
在
は
山
麓
に
住
む
人
た
ち
が
知
っ
て
い
る
に
す
ぎ
な
か
っ

た
。
昭
和
に
入
り
、
高
崎
山
頂
上
の
城
跡
な
ど
を
訪
れ
る
人
が
増
え
る
に

つ
れ
、
灌
木
に
群
れ
を
な
し
て
い
る
野
生
ザ
ル
が
目
撃
さ
れ
る
よ
う
に
な

る
。

　

戦
後
の
食
糧
難
が
ピ
ー
ク
に
達
し
て
い
た
昭
和
二
十
二
年(

一
九
四
五)

、

高
崎
山
山
麓
に
植
わ
っ
て
い
る
ビ
ワ
や
イ
モ
、
野
菜
類
に
野
生
ザ
ル
に
よ

る
被
害
が
出
始
め
た
。
ち
ょ
う
ど
食
糧
増
産
運
動
期
間
と
か
ち
合
っ
た
た

め
、大
分
署
（
当
時
）
は
有
害
鳥
獣
捕
獲
許
可
証
を
大
量
に
発
行
し
て
〝
サ

ル
退
治
〟
を
奨
励
す
る
騒
ぎ
に
ま
で
発
展
。
猟
銃
を
手
に
し
た
大
勢
の
ハ

ン
タ
ー
が
入
山
し
た
が
、
成
果
は
さ
っ
ぱ
り
だ
っ
た
。

　　

大
分
市
長
に
就
任
し
た
保
が
こ
の
野
生
ザ
ル
に
関
心
を
示
し
た
の
は
、

「
京
都
大
学
の
研
究
グ
ル
ー
プ
が
高
崎
山
に
生
息
す
る
野
生
ザ
ル
の
生
態

調
査
を
始
め
た
」
と
い
う
新
聞
記
事
を
目
に
し
て
か
ら
だ
。

　

調
査
を
始
め
た
の
は
、
当
時
、
京
大
人
文
科
学
研
究
所
員
だ
っ
た
今
西

錦
司
や
京
大
理
学
部
動
物
学
科
の
学
生
伊
谷
純
一
郎
ら
で
、
第
一
回
調
査

京
大
グ
ル
ー
プ
の
生
態
調
査

は
二
十
五
年
四
月
十
三
日
か
ら
八

日
間
に
わ
た
っ
て
実
施
さ
れ
た
。

　
〈
伊
谷
純
一
郎
は
大
正
十
五
年

五
月
九
日
、鳥
取
市
に
生
ま
れ
る
。

父
賢
蔵
は
画
家
。
少
年
時
代
を
京

京大助教授時代の伊谷純一郎
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都
で
過
ご
し
た
。
京
大
理
学
部
卒
業
後
、
大
学
院
へ
。
昭
和
三
十
一
年
日

本
モ
ン
キ
ー
セ
ン
タ
ー
の
専
任
研
究
員
、三
十
七
年
京
大
理
学
部
助
教
授
、

五
十
六
年
同
教
授
、
平
成
二
年
同
名
誉
教
授
に
。
こ
の
間
、
高
崎
山
の
ニ

ホ
ン
ザ
ル
の
群
れ
を
え
づ
け
と
個
体
識
別
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
研
究
方
法

で
調
査
。
群
れ
の
内
部
構
造
や
音
声
の
分
析
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
解
明
し
、
サ
ル
社
会
に
つ
い
て
の
独
創
的
な
理
論
を
確
立
し
た
。
ま

た
三
十
三
年
か
ら
約
三
十
年
間
に
わ
た
っ
て
ア
フ
リ
カ
大
陸
の
野
生
ゴ
リ

ラ
と
野
生
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
の
調
査
も
続
け
、
そ
れ
ま
で
の
通
説
を
否
定
す

る
生
態
を
次
々
に
明
ら
か
に
し
た
。
こ
う
し
た
霊
長
類
研
究
の
業
績
が
認

め
ら
れ
て
五
十
九
年
、
人
類
学
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
と
い
わ
れ
る
英
国
ハ
ク
ス

リ
ー
記
念
賞
受
賞
。
京
大
霊
長
類
研
究
所
や
ア
フ
リ
カ
地
域
研
究
セ
ン

タ
ー
を
創
設
し
て
い
る
。
平
成
十
三
年
八
月
十
九
日
、
肺
炎
の
た
め
、
京

都
市
内
の
病
院
で
死
去
。
七
十
五
歳
〉

　

そ
の
頃
の
保
に
と
っ
て
、
高
崎
山
は
南
北
朝
時
代
に
大
友
家
が
頂
上
に

築
い
た
〝
城
山
〟
と
い
う
概
念
し
か
な
か
っ
た
。

　
〈
高
崎
山
の
頂
上
に
軍
城
を
築
い
た
の
は
、大
友
家
八
代
の
氏
時
（
十
四

世
紀
）。
当
時
の
九
州
は
南
北
朝
動
乱
の
真
っ
た
だ
中
に
あ
っ
た
。
氏
時

は
足
利
尊
氏
が
率
い
る
北
朝
側
に
つ
い
た
た
め
、
高
崎
山
城
は
南
朝
側
の

懐
良
親
王
軍
四
万
の
軍
勢
に
攻
め
入
れ
ら
れ
た
。
こ
れ
に
大
友
軍
二
万
が

迎
え
撃
ち
、
親
王
軍
を
撃
退
す
る
。
現
在
、
高
崎
山
城
は
廃
墟
と
化
し
、

往
事
を
偲
ぶ
よ
す
が
も
な
い
〉

　

京
大
研
究
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
高
崎
山
・
野
生
ザ
ル
の
第
一
回
調
査
の
概
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要
「
高
崎
山
の
猿
」
が
二
十
五
年
十
一
月
五
日
付
の
大
分
合
同
新
聞
に
記

載
さ
れ
、
こ
れ
が
ま
た
俄
然
、
保
の
興
味
を
そ
そ
っ
た
。
筆
者
は
先
に
紹

介
し
た
伊
谷
純
一
郎
。

　
「
確
認
さ
れ
た
野
生
ザ
ル
は
百
八
十
四
匹
で
、
サ
ル
社
会
は
一
種
の
権

力
社
会
ま
た
は
ボ
ス
社
会
に
な
っ
て
い
る
。
植
物
、
果
実
な
ど
の
エ
サ
を

求
め
て
集
団
移
動
を
し
、
音
声
は
威
か
く
、
警
戒
、
伝
達
な
ど
を
目
的
に

し
た
二
十
数
種
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
高
崎
山
の
生
き
た
標
本
で

あ
り
、
観
光
資
源
と
し
て
保
護
し
た
い
」
と
い
う
内
容
。
保
は
特
に
締
め

く
く
り
の
文
章
「
観
光
資
源
と
し
て
保
護
し
た
い
」
に
注
目
し
た
。

　　

ど
ん
な
手
法
で
高
崎
山
の
野
生
ザ
ル
を
観
光
資
源
に
結
び
つ
け
る
か
。

保
の
〝
苦
吟
〟
が
始
ま
る
。
自
宅
の
風
呂
に
つ
か
り
な
が
ら
思
案
に
く
れ

て
い
た
と
き
、
ふ
と
、
親
友
の
日
本
画
家
福
田
平
八
郎
か
ら
聞
い
た
話
を

思
い
出
し
た
。

　

彼
は
あ
の
傑
作
「
鯉
」（
大
正
十
年
作
）
を
描
い
た
際
、
南
禅
寺
や
大

極
殿
の
池
の
コ
イ
を
写
生
し
て
下
書
き
に
し
た
と
言
っ
て
い
た
な
。確
か
、

手
を
た
た
い
て
コ
イ
を
集
め
た
と
も
言
っ
て
い
た
ぞ
。
こ
れ
が
ヒ
ン
ト
に

な
っ
て
一
瞬
、
あ
る
ア
イ
デ
ア
が
ひ
ら
め
い
た
。

　
「
コ
イ
に
エ
サ
を
与
え
る
と
き
、
手
を
た
た
く
。
こ
れ
を
繰
り
返
す
と
、

手
を
た
た
く
だ
け
で
コ
イ
が
集
ま
っ
て
く
る
。
こ
の
手
法
を
野
生
ザ
ル
に

応
用
す
れ
ば
、
え
づ
け
が
可
能
に
な
り
、
観
光
用
に
利
用
で
き
る
の
で
は

な
い
か
。
も
し
こ
れ
が
成
功
し
た
ら
、
果
実
、
野
菜
荒
ら
し
も
一
挙
に
解

決
し
、
ま
さ
に
〝
一
石
二
鳥
〟」。
こ
、
こ
れ
だ
。

コ
イ
集
め
が
ヒ
ン
ト
に
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跳
び
上
が
ら
ん
ば
か
り
の
保
は
こ
の
ア
イ
デ
ア
を
日
記
帳
に
メ
モ
し
よ

う
と
、
体
も
ろ
く
に
ふ
か
ず
、
下
半
身
を
バ
ス
タ
オ
ル
で
覆
っ
た
ま
ま
、

浴
室
か
ら
書
斎
に
走
り
込
み
、
美
苗
を
驚
か
せ
た
。
こ
の
条
件
反
射
の
手

法
は
、
後
に
生
態
水
族
館
「
マ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
」
で
の
イ
シ
ダ
イ
に
も
応

用
し
、〝
魚
の
曲
芸
〟
を
成
功
さ
せ
る
。

　　

翌
日
、
保
は
若
い
秘
書
の
辛
島
公
一
郎
（
後
の
市
消
防
長
）
を
伴
い
、

高
崎
山
麓
の
万
寿
寺
別
院
を
訪
れ
た
。
応
対
し
た
の
は
大
西
真
応
（
し
ん

お
う
）
和
尚
で
あ
る
。

　
〈
大
分
市
金
池
町
に
あ
る
臨
済
宗
・
妙
心
寺
派
の
万
寿
寺
は
大
分
屈
指

の
名
刹
。
嘉
元
三
年
（
一
三
〇
五
）、
大
友
五
代
の
出
羽
守
貞
親
公
が
博

多
・
承
天
寺
住
職
の
直
翁
智
侃
禅
師
を
招
い
て
開
山
し
た
。
建
立
当
時
は

現
在
の
大
分
市
元
町
に
あ
っ
た
が
、
天
正
十
四
年
（
一
五
八
六
）、
豊
後

へ
侵
入
し
た
薩
摩
の
島
津
軍
に
焼
き
打
ち
に
遭
っ
て
焼
失
。
寛
永
十
年

（
一
六
三
三
）、
当
時
の
丹
山
禅
師
が
現
在
地
に
再
興
し
た
。
別
院
は
昭
和

十
三
年
、
奥
大
節
老
師
が
道
場
と
し
て
建
立
し
た
〉

大
西
和
尚
に
協
力
要
請

　
〈
大
西
真
応
は
明
治

四
十
五
年
六
月
十
一
日
、

福
岡
県
田
川
町
（
当
時
）

で
生
ま
れ
た
。
幼
時
に
両

親
が
死
亡
。
二
人
兄
弟
。

戒壇寺住職の大西真応
( 戒壇寺提供 )
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兄
は
北
海
道
へ
、
真
応
は
久
留
米
町
（
当
時
）
の
叔
母
に
引
き
取
ら
れ
、

四
歳
で
高
知
県
中
村
市
の
臨
済
宗
・
妙
心
寺
派
太
平
寺
に
預
け
ら
れ
て
少

年
時
代
を
過
ご
し
た
。
十
八
歳
の
と
き
に
修
道
僧
と
し
て
万
寿
寺
へ
。
昭

和
三
十
一
年
三
月
、
福
岡
県
太
宰
府
市
の
同
宗
・
妙
心
寺
派
戒
壇
寺
の
住

職
と
な
り
、
六
十
二
年
十
二
月
二
十
六
日
、
七
十
五
歳
で
こ
の
世
を
去
る
。

博
覧
強
記
。
器
用
貧
乏
な
と
こ
ろ
が
あ
り
、
硯
箱
な
ど
の
調
度
品
も
自
分

で
作
っ
た
。精
進
料
理
は
天
下
一
品
。後
輩
の
面
倒
見
が
よ
く
、慕
わ
れ
た
〉

式
の
ネ
ズ
ミ
取
り
器
を
考
案
し
て
喜
ば
れ
ま
し
た
。
サ
ル
が
道
場
を
い
た

ず
ら
す
る
と
き
に
は
、
撃
退
す
る
吹
き
矢
も
こ
し
ら
え
ま
し
た
よ
」

　
「
そ
の
サ
ル
で
す
が
、
道
場
の
周
り
に
や
っ
て
き
ま
す
か
」

　
「
え
え
、
道
場
上
の
岩
尾
根
周
辺
が
ね
ぐ
ら
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す

ね
」

　

初
対
面
の
二
人
は
、
別
院
道

場
の
禅
堂
の
隣
に
新
築
さ
れ
た

ば
か
り
の
侍
者
寮
で
対
座
し

た
。
大
西
和
尚
は
小
柄
だ
が
、

大
き
な
才
槌
（
さ
い
づ
ち
）
頭
。

目
は
く
り
く
り
し
て
愛
嬌
が
あ

る
。保
の
方
か
ら
切
り
出
し
た
。

　
「
上
田
で
す
。
和
尚
は
な
ん

で
も
ご
自
分
で
作
る
と
聞
い
て

い
ま
す
が
…
」

　
「
ア
ハ
ハ
ハ
…
、
最
近
は
新

万
寿
寺
別
院
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「
そ
の
高
崎
山
の
野
生
ザ
ル
に
え
づ
け
を
し
て
観
光
資
源
に
し
よ
う
と

考
え
て
い
ま
す
が
、
協
力
し
て
い
た
だ
け
ま
す
か
」

　
「
え
っ
？
」

　

大
西
和
尚
の
ど
ん
ぐ
り
眼
が
一
段
と
大
き
く
な
り
、
保
の
来
訪
の
目
的

を
理
解
し
た
。

　

ち
ょ
う
ど
〝
猟
銃
で
果
実
、
野
菜
を
荒
ら
す
サ
ル
退
治
〟
と
い
う
世
論

が
高
ま
っ
て
い
る
折
だ
け
に
、
サ
ル
の
行
方
を
心
配
し
て
い
た
和
尚
は
保

の
共
存
共
栄
論
に
賛
同
し
、
即
座
に
え
づ
け
に
協
力
す
る
と
約
束
し
た
。

和
尚
は
無
類
の
動
物
好
き
で
、
野
放
し
の
野
良
犬
、
野
良
猫
の
子
を
拾
っ

て
き
て
は
飼
っ
て
い
る
。

　

保
ら
は
大
西
和
尚
に
誘
わ
れ
て
、
道
場
の
一
番
奥
に
あ
る
隠
寮
の
庭
に

立
っ
て
み
た
。
よ
う
や
く
日
が
傾
き
か
け
、
周
辺
に
茂
る
森
林
の
枝
の
す

き
間
か
ら
西
日
が
差
し
込
ん
で
く
る
。
一
段
と
高
い
枝
に
止
ま
り
、
じ
っ

と
こ
ち
ら
を
見
つ
め
て
い
る
大
き
な
サ
ル
が
シ
ル
エ
ッ
ト
の
よ
う
に
保
の

目
に
映
っ
た
。

　
「
あ
れ
は
偵
察
隊
の
オ
ス
ザ
ル
で
す
よ
。
さ
っ
き
か
ら
私
た
ち
を
警
戒

し
て
い
ま
す
ね
」
と
大
西
和
尚
。
そ
し
て
、
彼
は
突
然
、
パ
ー
ン
、
パ
ー

ン
と
二
度
両
手
を
た
た
い
た
。

　
「
ク
ワ
ン
、
ク
ワ
ン
」
と
鋭
い
声
を
残
し
て
そ
の
偵
察
ザ
ル
が
跳
び
上

が
る
よ
う
に
し
て
茂
み
に
姿
を
消
す
と
、「
ガ
ガ
ガ
ガ
ガ
…
」「
ギ
ャ
ー
、

ギ
ャ
ー
」
な
ど
の
悲
鳴
に
近
い
声
が
一
斉
に
こ
だ
ま
し
、
サ
ル
の
群
れ
は

一
斉
に
森
林
の
中
を
大
急
ぎ
で
移
動
し
た
。

　

保
は
野
生
ザ
ル
が
人
間
に
興
味
を
示
し
て
い
る
の
を
直
に
目
撃
し
、
え

づ
け
の
成
功
を
確
信
す
る
。



第九章●「条件反射」11

岩
の
上
に
リ
ン
ゴ
、
輪
切
り
の
サ
ツ
マ
イ
モ
を
置
い
て
回
っ
た
が
、
野
生

ザ
ル
の
方
は
一
匹
も
姿
を
見
せ
な
か
っ
た
。

　

記
者
団
に
囲
ま
れ
た
保
は
「
こ
ん
な
に
大
勢
の
人
が
集
ま
っ
た
の
で
、

サ
ル
の
方
が
警
戒
し
た
の
で
し
ょ
う
。
手
を
た
た
く
代
わ
り
に
ホ
ラ
貝
を

吹
い
て
集
め
た
い
」
と
語
っ
た
。

　

翌
日
か
ら
は
、
大
西
和
尚
が
一
人
で
え
づ
け
を
続
け
る
こ
と
に
な
り
、

決
ま
っ
た
時
間
に
根
気
よ
く
ホ
ラ
貝
を
吹
い
て
は
リ
ン
ゴ
と
サ
ツ
マ
イ
モ

を
置
い
て
回
っ
た
。

　

数
日
た
っ
て
か
ら
サ
ル
の
群
れ
が
森
林
か
ら
降
り
て
く
る
よ
う
に
な

り
、
さ
い
の
目
に
切
っ
た
サ
ツ
マ
イ
モ
だ
け
を
拾
っ
て
い
き
、
リ
ン
ゴ
に

は
見
向
き
も
し
な
い
。
こ
の
サ
ル
寄
せ
の
話
題
は
連
日
の
よ
う
に
マ
ス
コ

ミ
を
に
ぎ
わ
せ
た
。

　

こ
の
間
、
保
は
中
央
市
場
か
ら
取
り
寄
せ
た
ホ
ラ
貝
を
持
参
し
て
別
院

に
行
き
、
大
勢
の
報
道
陣
の
前
で
力
い
っ
ぱ
い
吹
い
て
み
せ
た
が
、
今
度

も
サ
ル
は
一
匹
も
現
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
、
マ
ス
コ
ミ
は
「
市
長
、

　

二
十
七
年
十
一
月
二
十
六

日
午
前
九
時
、
保
は
リ
ン
ゴ

を
六
箱
と
大
量
の
サ
ツ
マ
イ

モ
を
別
院
に
運
び
込
み
、
大

西
和
尚
と
と
も
に
サ
ル
寄
せ

を
開
始
し
た
。
多
く
の
市
民

や
報
道
記
者
た
ち
が
見
守
る

中
、
保
と
大
西
和
尚
は
庭
や

保
に
じ
ゃ
れ
付
く
野
生
ザ
ル

え
づ
け
開
始
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大
ボ
ラ
を
吹
く
」
と
は
や
し
た
て
た
。
そ
れ
で
も
ご
当
人
は
ご
満
悦
だ
っ

た
。
サ
ル
寄
せ
な
ら
ぬ
〝
マ
ス
コ
ミ
寄
せ
〟
だ
っ
た
か
ら
。

　　

大
分
中
学
時
代
の
同
期
生
で
正
月
休
み
に
帰
省
し
て
い
た
某
親
友
を
保

は
別
院
の
サ
ル
寄
せ
場
へ
連
れ
て
行
っ
た
。
ち
ょ
う
ど
、
サ
ル
の
群
れ
が

下
山
し
て
い
た
。
保
が
サ
ル
の
好
物
で
あ
る
ミ
カ
ン
を
道
場
の
庭
に
投
げ

よ
う
と
し
た
と
き
、
群
れ
の
中
か
ら
ひ
と
き
わ
大
き
い
一
匹
の
雄
ザ
ル
が

近
づ
い
て
き
た
。

　

強
靱
な
筋
肉
質
で
精
悍
な
相
貌
。
目
は
鋭
く
、
股
間
に
赤
く
て
太
い
睾

丸
を
ぶ
ら
下
げ
て
い
る
。

　

保
が
放
り
投
げ
た
ミ
カ
ン
を
拾
い
ム
シ
ャ
ム
シ
ャ
食
べ
終
わ
っ
た
後
、

十
数
匹
の
雌
ザ
ル
と
子
ザ
ル
を
引
き
連
れ
て
ゆ
う
ゆ
う
と
灌
木
の
茂
み
へ

消
え
て
い
っ
た
。

初
代
ボ
ス
ザ
ル
、
ジ
ュ
ピ
タ
ー

　

保
は
「
あ
れ
が
初

代
ボ
ス
ザ
ル
の
ジ
ュ

ピ
タ
ー
だ
よ
。
貫
禄

が
あ
る
ね
。
そ
れ
に

し
て
も
見
事
な
キ
ン

タ
マ
だ
な
」
と
笑
っ

た
。
親
友
も
誘
わ
れ

る
よ
う
に
大
笑
い
し

た
。

　

折
し
も
、
上
田
市

初代ボスザル、ジュピター ( 大分市観光協会提供 )
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政
は
財
政
難
の
打
開
策
と
し
て
職
員
の
定
員
削
減
案
を
打
ち
出
し
、
市
職

員
労
組
と
団
交
中
だ
っ
た
。
市
長
室
で
は
連
日
、削
減
案
の
撤
回
を
求
め
、

約
百
人
の
職
員
が
ム
シ
ロ
を
敷
い
て
座
り
込
み
を
強
行
し
、
険
悪
な
空
気

の
中
で
交
渉
が
続
い
て
い
る
。

　

団
交
の
席
上
、
鼻
の
と
が
っ
た
執
行
委
員
が
青
筋
を
立
て
な
が
ら
、「
市

長
、
わ
れ
わ
れ
の
子
ど
も
に
は
ろ
く
に
リ
ン
ゴ
を
食
べ
さ
せ
ら
れ
な
い
の

に
、
公
金
を
使
っ
て
サ
ル
に
食
べ
さ
せ
る
と
は
何
事
だ
。
そ
ん
な
予
算
が

あ
る
の
な
ら
定
員
削
減
を
撤
回
し
ろ
」
と
ま
く
し
た
て
た
。
い
つ
も
教
条

主
義
の
建
前
論
を
振
り
か
ざ
す
こ
の
執
行
委
員
は
、
保
の
最
も
嫌
な
タ
イ

プ
。

　

短
気
な
保
だ
け
に
、
通
常
な
ら
ど
な
り
返
す
と
こ
ろ
だ
が
、
そ
の
朝
は

万
寿
寺
別
院
の
大
西
和
尚
か
ら
電
話
で
「
え
づ
け
が
成
功
し
た
」
と
い
う

連
絡
が
あ
り
、
心
の
ゆ
と
り
が
で
き
て
い
る
。

　

彼
は
「
財
政
難
だ
か
ら
こ
そ
、
野
生
ザ
ル
の
え
づ
け
を
成
功
さ
せ
て
高

崎
山
を
観
光
名
所
に
し
よ
う
と
試
み
て
い
る
。
収
入
が
得
ら
れ
る
よ
う
に

な
れ
ば
、
財
政
を
潤
す
こ
と
に
な
り
、
定
員
削
減
な
ど
は
し
な
い
」
と
切

り
返
し
、〝
青
筋
〟
氏
を
黙
ら
せ
る
一
幕
も
あ
っ
た
。

　　

職
員
の
定
員
五
百
十
二
人
を
四
百
四
十
二
人
に
減
ら
す
の
を
骨
子
と
す

る
定
数
条
例
改
正
案
は
市
議
会
で
原
案
通
り
可
決
。
新
年
度
か
ら
実
施
さ

れ
た
。

　

大
西
和
尚
の
協
力
で
サ
ル
寄
せ
が
軌
道
に
乗
っ
た
た
め
、
大
分
市
は
万

寿
寺
別
院
の
サ
ル
寄
せ
場
の
入
園
料
徴
収
を
二
十
八
年
三
月
十
五
日
か
ら

観
光
名
所
の
誕
生
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を
呼
び
、
入
園
客
は
日
毎
に
増
え
る
一
方
。
ま
さ
に
〝
順
風
満
帆
〟
の
ス

タ
ー
ト
だ
っ
た
が
、
思
わ
ぬ
難
問
が
ふ
り
か
か
る
。

開
始
し
た
。
保
の
発
案
で
「
小

人
十
円
、
大
人
は
小
人
並
み
」

の
看
板
を
掲
げ
、
こ
れ
が
ま
た

話
題
と
な
っ
た
。

　

九
月
に
高
崎
山
一
帯
が
阿
蘇

国
立
公
園
に
編
入
さ
れ
、
名
称

も
「
高
崎
山
自
然
動
物
園
」
と

決
ま
っ
た
。
十
一
月
に
は
野
生

ザ
ル
が
天
然
記
念
物
に
指
定
さ

れ
た
。
こ
う
し
て
、
観
光
に
縁

遠
か
っ
た
大
分
市
に
本
格
的
な

観
光
名
所
が
誕
生
す
る
。

　

野
生
ザ
ル
の
新
名
所
は
評
判

万
寿
寺
と
協
議

え
さ
を
ま
く
保(
立
っ
て
い
る
人
物)

と
職
員
た
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　    (

昭
和
二
十
八
年
三
月)

　　

二
十
九
年
二
月
、
万
寿
寺
の
奥
大
節
老
師
と
門
下
代
表
ら
が
大
分
市
役

所
の
市
長
室
を
訪
ね
、
保
に
「
別
院
本
堂
を
建
設
し
た
い
の
で
、
サ
ル
寄

せ
場
を
別
院
の
外
へ
移
し
て
ほ
し
い
」
と

申
し
入
れ
た
か
ら
だ
。

　
〈
奥
大
節
は
明
治
二
十
二
年
、
島
根
県

平
田
市
生
ま
れ
。
八
歳
で
得
度
し
、
京

奥大節老師
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都
・
天
龍
寺
で
二
十
三
年
間
修
行
後
、
大
正
十
年
に
副
住
職
と
し
て
万
寿

寺
に
迎
え
ら
れ
た
。
同
十
五
年
、
静
岡
県
の
臨
済
宗
の
方
広
寺
本
山
方
広

寺
管
長
に
転
出
し
た
足
利
紫
山
老
師
の
後
を
継
い
で
住
職
に
就
任
。
昭
和

二
十
一
年
に
方
広
寺
管
長
に
就
任
。
二
十
六
年
、
再
度
万
寿
寺
に
帰
山
。

三
十
五
年
に
再
び
方
広
寺
管
長
に
就
任
。
四
十
五
年
、八
十
一
歳
で
遷
化
〉

　

市
側
と
万
寿
寺
側
は
話
し
合
い
の
結
果
、
①
サ
ル
寄
せ
場
は
現
在
地
で

続
け
、万
寿
寺
側
は
こ
れ
に
協
力
す
る
②
別
院
の
損
害
を
補
償
す
る
た
め
、

年
間
総
売
上
の
二
〇
％
を
万
寿
寺
に
寄
付
す
る
（
後
に
寄
進
料
と
呼
ば
れ

る
）
な
ど
で
歩
み
寄
り
、
一
応
け
り
が
つ
い
た
。
こ
の
寄
進
料
を
め
ぐ
っ

て
、
以
降
も
双
方
で
協
議
が
続
く
。

　
「
た
だ
い
ま
零
匹
」

　

上
田
市
長
を
モ
デ
ル
に
し

た
「
た
だ
い
ま
零
匹
」
が
朝

日
新
聞
夕
刊
の
昭
和
三
十
年

(

一
九
五
五)

十
一
月
二
十

日
付
か
ら
掲
載
さ
れ
た
。
翌

三
十
一
年
四
月
二
十
二
日
付

ま
で
百
五
十
回
続
い
た
。

　
〈
著
者
は
火
野
葦
平
。
本

名
玉
井
勝
則
。
現
在
の
北
九

州
市
若
松
区
生
ま
れ
。
早
大

映画撮影中の佐野周二、日野葦平、保 ( 左から )
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英
文
科
中
退
。
応
召
中
の
昭
和
十
二
年
、「
糞
尿
譚
」
で
第
六
回
芥
川
賞

受
賞
。「
麦
と
兵
隊
」「
土
と
兵
隊
」「
花
と
兵
隊
」
な
ど
戦
争
小
説
で
一

躍
人
気
作
家
へ
。
出
世
作
「
花
と
竜
」
で
認
め
ら
れ
、「
た
だ
い
ま
零
匹
」

の
執
筆
と
な
っ
た
。
三
十
五
年
一
月
二
十
四
日
、
若
松
区
の
河
伯
洞
書
斎

で
睡
眠
薬
自
殺
し
た
。
五
十
二
歳
〉

　
「
た
だ
い
ま
零
匹
」の
主
人
公
、園
部
市
長
は
サ
ル
寄
せ
に
成
功
し
た
り
、

キ
リ
シ
タ
ン
博
物
館
の
実
現
に
奔
走
す
る
な
ど
一
応
、
史
実
に
基
づ
い
て

は
い
る
が
、
こ
の
主
人
公
は
恋
愛
も
す
る
情
熱
家
と
し
て
描
か
れ
、
パ
ロ

デ
ィ
ー
化
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
保
は
与
党
議
員
た
ち
か
ら
「
市
長

は
モ
テ
る
ん
で
す
ね
。
す
み
に
お
け
な
い
で
す
な
」
と
ひ
や
か
さ
れ
た
。

　

出
来
は
と
も
か
く
、
こ
の
作
品
で
高
崎
山
の
野
生
ザ
ル
と
保
は
全
国
に

知
れ
わ
た
り
、
映
画
化
も
さ
れ
た
。
藤
原
杉
雄
監
督
、
佐
野
周
二
、
岡
田

茉
莉
子
主
演
で
、
大
分
、
別
府
両
市
を
中
心
に
し
た
ロ
ケ
は
三
十
二
年
八

月
に
行
わ
れ
た
。

　

こ
の
と
き
の
エ
キ
ス
ト
ラ
に
か
な
り
の
大
分
市
職
員
が
動
員
さ
れ
、
こ

の
中
に
、
若
い
職
員
、
姫
野
太
之
が
い
た
。
以
前
に
紹
介
し
た
よ
う
に
彼

は
上
田
市
長
の
元
で
財
政
課
長
、
後
の
佐
藤
市
政
の
助
役
を
務
め
る
。

　　

三
十
三
年
四
月
、
別
府
市
志
高
湖
畔
で
開
か
れ
た
第
九
回
植
樹
祭
出
席

の
た
め
大
分
県
入
り
さ
れ
た
天
皇
、
皇
后
両
陛
下
が
県
内
視
察
最
終
日
の

九
日
、
高
崎
山
自
然
動
物
園
に
立
ち
寄
ら
れ
た
。

　

保
の
先
導
で
サ
ル
寄
せ
場
に
お
着
き
に
な
っ
た
お
二
人
に
二
百
五
十
匹

天
皇
、
皇
后
両
陛
下
を
歓
迎



第九章●「条件反射」17

の
サ
ル
が
歓
迎
。
数
匹
の
サ
ル
が
両
陛
下
の
前
で
ピ
ョ
コ
ン
と
柵
の
上
に

座
り
、
ラ
ッ
カ
セ
イ
を
お
ね
だ
り
。
突
然
、
一
匹
の
若
者
ザ
ル
が
じ
ゃ
れ

る
よ
う
に
皇
后
さ
ま
の
肩
に
飛
び
乗
っ
た
た
め
、
驚
か
れ
た
皇
后
さ
ま
は

声
を
上
げ
ら
れ
た
。
皇
后
さ
ま
の
肩
か
ら
柵
に
飛
び
降
り
た
サ
ル
に
皇
后

さ
ま
は
思
わ
ず
ニ
ッ
コ
リ
。

　

一
瞬
、
ド
キ
リ
と
し
た
保
や
お
供
の
木
下
郁
大
分
県
知
事
ら
は
安
堵
す

る
と
と
も
に
、
笑
い
声
が
こ
ぼ
れ
、
な
ご
や
か
な
雰
囲
気
に
。
保
の
人
生

に
と
っ
て
は
、
最
も
印
象
深
い
晴
れ
の
舞
台
だ
っ
た
。

　

高
崎
山
自
然
動
物
園
は
、
人
間
と
野
生
ザ
ル
と
の
共
存
を
実
証
し
た
。

さ
ら
に
財
政
を
潤
す
〝
ド
ル
箱
〟
的
な
存
在
と
な
り
、
全
国
の
自
治
体
が

観
光
行
政
に
力
を
入
れ
る
先
駆
け
と
も
な
っ
た
。

サル寄せ場に立ち寄られた天皇、皇后両陛下
 ( 昭和 33 年 )
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　オオイタデジタルブックは、大分合同新聞社と学校法

人別府大学が、大分の文化振興の一助となることを願っ

て立ち上げたインターネット活用プロジェクト「NAN-

NAN（なんなん）」の一環です。

　NAN-NAN では、大分の文化と歴史を伝承していくう

えで重要な、さまざまな文書や資料をデジタル化して公

開します。そして、読者からの指摘・追加情報を受けな

がら逐次、改訂して充実発展を図っていきたいと願って

います。情報があれば、ぜひ NAN-NAN 事務局にお寄せ

ください。

　NAN-NAN では、この「ロマンを追って」以外にもデ

ジタルブック等をホームページで公開しています。イン

ターネットに接続のうえ下のボタンをクリックすると、

ホームページが立ち上がります。まずは、クリック！！！

著
者
略
歴 

◇ 

中
川  

郁
二

　

一
九
三
七
年
生
ま
れ
、
別
府
市
出

身
。
福
岡
県
立
修
猷
館
高
、
早
稲
田

大
学
卒
。
民
間
企
業
勤
務
を
経
て
、

大
分
合
同
新
聞
社
入
社
。
報
道
部
次

長
、
別
府
支
社
編
集
部
長
、
読
者
情

報
部
長
、
論
説
委
員
、
編
集
委
員
。

デジタル版「ロマンを追って─元大分市長上田保物語─」　第九章●「条件反射」

 2008 年 5 月 9 日初版発行

著者　中川　郁二

原著　2003 年 2 月 15 日発行／発行：大分合同新聞社／製作：大分合同新聞社文化センター／印刷：佐伯印刷

《デジタル版》
編集　大分合同新聞社

制作　別府大学メディア教育・研究センター 地域連携部

発行　NAN-NAN 事務局   （〒 870-8605 大分市府内町 3-9-15 大分合同新聞社  総合企画部内）
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